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地震災害整理様式のー提案について

Development of a format for seismic hazards database 

伊藤徹 TetsuITO (附アイテックス)

藤村尚 Hisashi FUJIMURA (鳥取大学工学部)

2000年 10月6日13時30分に発生した鳥取県西部地震はマグニチュード7.3を記録し，地震

規模は 1995年の兵庫県南部地震以上であり，内陸部と沿岸部の2箇所で最大震度6強を観測

した.地震発生から被害状況の把握，災害復旧にかかわってきた経験から，地震災害の被害
状況について統一的な整理の方法が必要であると考えた.そこで，地震被害の状況を取りま

とめる整理様式についての一案を提示する.ここでは被害対象物と地形分類をキーワードと
して検索できる様式とし，個別の整理表はデジタルデータとしてデータベース化し，個別の

発生箇所を経緯度座標で整理することにより白地図上でのプロットとリンクすることが可能
となることを想定している.

キーワード:地震，災害，データベース (IGC: C09) 

1.はじめに

2000年 10月6日13時30分に発生した鳥取県西部地

震はマグニチュード 7.3を記録し，地震規模は 1995年

の兵庫県南部地震以上であり，内陸部(日野町)と沿岸

部(境港市)の2箇所で最大震度6強を観測した.この

地震により負傷者 106名，多数の住居被害を生じたもの

の，死者及び火災の発生はなく地震規模の割に被害発生

は比較的少なかった.また，地震被害は兵庫県南部地震

と同様に，平地部での液状化発生や山地斜面や道路の崩

壊等が各地で発生した.その被害状況の把握には各担当

者により独自の書式やまとめ方がなされており，災害復

旧にあたった最終的なとりまとめを行う担当者にとって

は不具合のケースもあった.また，このような災害の場

合には多くの関係機関が調査にかかわることとなるが，

その場合にも調査表の統一化がなされていないためにと

りまとめには多くの労を要することが多い.そこで，被

害の正確な記録と今後の対応策へ利用可能な地震被害デ

ータベースを構築することを自的とし，統一的な書式を

作成することとした.なお，今回の提案書式は今後とも

改良していくべきものであると考えている.

2.整理様式の考え方

地震被害の記録表は，被害発生箇所ごとに箇所別記録

表として作成し，発生箇所位置図および現地の写真記録

と観察記録を原則として 1枚の用紙 (A4またはA3版)

に収めることとする.発生箇所は経緯度で整理し，白地

図上に表示させるシステムを構築する.個所別記録表は

デジタルデータとして記録し，白地図上の表示点とリン

クさせ，必要なデータの読み出しを行うことが出来るこ

ととする.データの保存は CDあるいはMOによる.

システム全体の概要は以下の通りである.

①地震災害の発生

②現地調査

③統ーした災害整理様式への記入

④経緯度による整理と白地図上への表示

⑤整理様式のデジタルデータ化 (CDまたはMO)

⑥白地図上での検索または地形分類，被害対象別の検索

⑦個別状況やキーワード別の被害状況の整理

@対策エデータを整理様式に追加

@地震災害と対策エまでのデータベースの構築

3.提案する整理様式

箇所別記録表への記入要領は以下の通りとする.

①整理番号:参考文献 1)によることにより，各種地盤デ

ータベースとのリンクが可能となる.

1次コード (4桁)， 2次コード (2桁)， 3次コード

(2桁)および通し番号 (3桁)とする.

②地形分類 :0で囲む
地震災害に関連する特徴的な地形の分布を把握するこ

とをねらいとして，以下の8区分とする.

1 :山地， 2:丘陵地(段正も含む)， 3:平地， 4: 

砂州・砂丘(自然地形)， 5 :埋立地， 6:干拓地，

7 :沖積平野(三角州平野など)， 8 :谷底平野

③被害対象 :0で囲む
地形分類との対応と土木，建築，農林，港湾の各施設

を大別することをねらいとして以下の 10区分とする.

1 :建物(沈下，傾斜，倒壊，抜け上がり)， 

2 :河川(河川護岸等の構造物変状，河床への噴砂)， 

3:港湾(護岸，荷揚げ場変状)， 

4:斜面(切土，自然斜面の崩壊，落石)，

5:盛土(道路，宅地の地表面沈下・亀裂，擁壁背面・

橋梁取り付け部の洗下変状も含む)， 
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6:擁壁(宅地，道路の擁壁(コンクリート 9 ブロッ

タ積・石積自体の傾斜・倒壊の変状))，

7 :農地(農地のり簡の崩壊，噴砂，亀裂9 塩害)， 

8:橋梁(橋梁自体の仁下自11ヱの変状，落橋，

k ライフライン(上下水道の管路変状 9 継ぎ手破損 9

マンホ…ル変状)， 

鳥居の変状 3

3 記録作成者を記号待ーで記入する.

いく)

5mmOコ0でプロットする e

ために， W?'5，OOO地

カラーラベル(q.l5mm，13自)を貼り

たベースマップを作)iえする.

カラー区分は被害対象の 10種類とサる。

1 :赤， 2 育， 8:総会 4'.見 5: 

7:茶， 8:桃， 9:黒， 10. 

予(簡色:白多金3 銀

6: 

この作業は鋼所別記録表がそろった後に行う.

白地図の作成

デジタルマツ

により座標上に自

き記号または色分けする.

を行うために 9 経緯

ヅト怠せる.このと

ノレデータとじて

白地図上の地点をクリッケオることにより

もできる.

りに

1) (財)日本建設情報総合センター:地質調査整理、要領

， pp，14-15，1999， 
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